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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月28日(2012.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化水素を流動床反応器内で酸化して、塩化水素から塩素を製造する方法であって、
　前記流動床反応器内に、下記要件（Ａ１）および（Ａ２）を満たす触媒粒子（Ａ）と、
下記要件（Ｂ１）を満たす反応不活性な粒子（Ｂ）とが存在し、
　前記触媒粒子（Ａ）および前記反応不活性な粒子（Ｂ）との合計１００重量％あたり、
銅元素の含有量が０．３～４．５重量％であることを特徴とする塩化水素から塩素を製造
する方法。
（Ａ１）触媒粒子（Ａ）のストークスの式から算出される２０℃における空気中での終末
速度が、前記流動床反応器内でのガス空塔速度の１．１～１００倍である。
（Ａ２）触媒粒子（Ａ）が、触媒粒子（Ａ）１００重量％あたり、銅元素を０．５～１２
重量％含む。
（Ｂ１）反応不活性な粒子（Ｂ）のストークスの式から算出される２０℃における空気中
での終末速度が、前記流動床反応器内でのガス空塔速度の１．１～１００倍である。
【請求項２】
　前記流動床反応器内に、前記触媒粒子（Ａ）および反応不活性な粒子（Ｂ）が流動状態
で存在することを特徴とする請求項１に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項３】
　前記触媒粒子（Ａ）の平均粒子径が７０～３００μｍであり、前記反応不活性な粒子（
Ｂ）の少なくとも一部として、平均粒子径が５０μｍを超えて、３００μｍ以下の粒子を
含む、請求項１または２に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項４】
　前記流動床反応器内に含まれる触媒粒子（Ａ）と反応不活性な粒子（Ｂ）との重量比（
（Ａ）/（Ｂ））が、５／９５～９９／１の範囲にある、請求項１～３のいずれか一項に
記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項５】
　前記触媒粒子（Ａ）が、触媒粒子（Ａ）１００重量％あたり、銅元素を０．５～４．５
重量％含み、
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　前記流動床反応器内に含まれる触媒粒子（Ａ）と反応不活性な粒子（Ｂ）との重量比（
（Ａ）/（Ｂ））が、５０／５０～９９／１の範囲にある、請求項１～３のいずれか一項
に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項６】
　前記触媒粒子（Ａ）が、銅元素、希土類元素およびアルカリ金属元素を含有する、請求
項１～５のいずれか一項に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項７】
　前記触媒粒子（Ａ）が、銅元素、希土類元素およびアルカリ金属元素を含有し、
　銅元素と希土類元素との重量比が、１：０．２～１：６．０の範囲にあり、
　銅元素とアルカリ金属元素との重量比が、１：０．１～１：４．０の範囲にある、請求
項１～５のいずれか一項に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項８】
　前記触媒粒子（Ａ）が、銅元素、希土類元素およびアルカリ金属元素を含有し、
　銅元素と希土類元素との重量比が、１：０．２～１：３．０の範囲にあり、
　銅元素とアルカリ金属元素との重量比が、１：０．１～１：２．５の範囲にある、請求
項１～５のいずれか一項に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
【請求項９】
　前記反応不活性な粒子（Ｂ）が、シリカおよびアルミナから選択される少なくとも１種
の粒子である、請求項１～８のいずれか一項に記載の塩化水素から塩素を製造する方法。
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